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研究成果の概要（和文）： 
１４―１６世紀のイングランドで制作された写本および初期刊本を対象として、特に書物が
もつパラテクスト要素（挿絵やページレイアウト）に注目しつつ、デジタル書物学的手法をも
ちいた比較研究をおこない、テクストとパラテクストの相互補完性を具体的に明らかにした。
また、書物への書き込みなどのパラテクスト要素に注目しつつ、体系的な書誌調査を初期刊本
についておこない、さらに、XML によるデジタル・エディションや自動画像認識などの書物
史研究のためのデジタル・ツールの充実を図った。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Comparative studies have been conducted on the MSS and printed books produced in England c. 
1300-1600 using digital bibliographical methods, focusing especially on paratextual elements 
(illustrations, mise-en-page, etc). The research has clarified the interplay of texts and paratexts in these 
books. A systematic bibliographical survey on some of the early printed books has also been done while 
an improvement has been made on such digital tools as XML digital edition and automatic image 
recognition system. 
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１．研究開始当初の背景 
デジタル化およびデジタル情報処理の手
法の書誌学やテクスト研究への応用は、西洋
書誌学・書物史における最新傾向の１つであ
り、欧米でもそうした成果が刊行されつつあ
る。The Canterbury Tales on CD-ROM 
Projectや International Emblem Societyの

オンラインコンテンツはそうしたプロジェ
クトの好例で、近年には研究例をまとめた論
文集 Electronic Textual Editing (2006)がア
メリカの近代語協会(MLA)から発刊される
にいたり、デジタル化とデジタル情報処理の
手法の文学研究への応用はますます注目さ
れるようになった。 
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しかし、実際に公開されているコンテンツ
は、デジタルファクシミリと基本的なマーク
アップを施した電子テクストを組み合わせ
たものが大半で、研究の素材となる一次資料
の提供のレベルにとどまっている。それらを
利用した具体的な研究の展開、さらにデジタ
ル情報処理の応用研究としての新たな方法
論の成熟はこれからの課題である。 
研究代表者および分担者は、これまで単独
あるいは共同で、１４－１６世紀の書物を対
象としてデジタル情報化の手法の研究や書
誌学・書物史的研究を発表してきた。特に、
平成 20 年度まで慶應義塾大学デジタルアー
カイヴ・リサーチセンター・プロジェクトに
参加することで、デジタルファクシミリを一
次 資 料 と し て 用 い 、 XML(eXtensible 
Markup Language)でマークアップを施した
テクストを作成してウェブ公開したり、イギ
リスに印刷術を導入したキャクストンの初
期の出版物を取りあげ、キャクストン活字を
分析するための、新たなデジタル画像解析ソ
フトウェアの開発にも取り組んできた。 
このように、研究素材のデジタルコンテン
ツ化や研究ツールの開発に関わってきたこ
とで、単に研究の素材となる高精細デジタル
ファクシミリ、電子テクスト、データベース
を制作だけで終わらせず、この時代の書物史
研究に実践的に応用して成果を挙げ、これま
で個別の書物を対象に進めてきたデジタル
化の手法を、より汎用的なデジタル書物学的
方法論として確定する必要と意義を強く認
識した。 
 
２．研究の目的 
デジタル書物学的方法論の確立、方法論の
統合による新たなデジタル・コンテンツの制
作、デジタル書物学的方法論を用いた書物文
化史研究の３つの側面に関して、以下のよう
な成果を挙げることを目的とする。 

(1) デジタル書物学的方法論の確立― こ
れまでに特定の書物を対象として開発して
きた、XML によるオンライン校訂版とデジ
タル画像解析について、さらなる改良と応用
を重ねて、汎用性の高い研究法として確立さ
せる。XML によるオンライン校訂版に関し
ては、複雑なレイアウトや略字を有するラテ
ン語時禱書を対象とすることで応用性を高
め、その制作過程を確定する。デジタル画像
解析については、活字認識ソフトの認識率の
向上、ならびに解析ツールのさらなる開発を
進め、分析書誌学のデジタルツールとして完
成させる。 

(2) XMLによるオンライン校訂版とデジタ
ル画像解析の成果を統合した、デジタルコン
テンツの制作－ XML によるテクストのマ
ークアップは、個々の研究者が、独自の興味
を反映したマークアップをテクストに施し、

研究用途に特化してカスタマイズされたテ
クストを作り出すことを可能とする。それは、
安定したテクストの確定を目的とする伝統
的な校訂版の概念とは異なり、研究者自身の
視点、あるいは研究者を通じて解析された当
時の一読者の視点を反映したテクストを生
成することに他ならない。また、デジタル画
像解析のソフトは、画像認識による全文解析
を短時間で正確に実現するだけでなく、使用
されている文字情報を活字レベルで分類、デ
ータベース化することを可能にする。このソ
フトが生成するデータを用いることで、26
文字のアルファベットだけでなく、同一文字
の異なる形状の活字の差異までも識別が可
能となる。このような活字レベルでの情報を
含んだテクストは、実際に書物の製作に関わ
った印行者や植字工の視点を情報として内
包したものとなる。この 2つのデジタル化の
手法は、同じ書物にかかわった様々な人間の
視点を反映している点で共通しているが、そ
れらを統合し、作者、植字工、読者それぞれ
の視点から見たテクストを階層化したウェ
ブコンテンツを XMLのマークアップによっ
て実現する。 

(3) デジタル書物学的方法論による書物文
化史的研究－ 本研究が対象とする１４－
１６世紀は書物生産の手段が写本から印刷
本へと推移する時代だが、研究対象とする
『羊飼いの暦』やキャクストン版『カンタベ
リー物語』などは、複数の写本や刊本で現存
している、当時を代表するポピュラーな書物
である。デジタル校合、画像分析、XML に
よるマークアップは、版毎の比較を、活字の
違いからテクスト間の異同、出版形態の違い
に至るまで、正確かつ効率よく行うために有
効なツールである。こうしたツールを用いて
デジタル書物学的に各版の異同を記録、分析
することで、読者層が増大し、また宗教改革
によって思想的基盤が変動したイギリスの
１４－１６世紀における、ポピュラーな書物
の受容と変容の過程を、書物の内容、文化的
文脈、形態に注目して具体的に明らかにする。
さらに、デジタル書物学方法論を、中世後期
から近代初期におけるイギリス文学研究に
応用して、具体的な成果をあげる。 
 
３．研究の方法 
 
書物を構成する情報を、テクスト情報（テ
クスト本文およびそれに基づいた校訂版）、
パラテクスト情報（活字、書体の異同、文字
装飾、ページレイアウト、挿絵）、コンテク
スト（文脈）情報（所有者による書き込み、
他の版との異同、解説的注釈）の３種類と認
識し、『羊飼いの暦』とキャクストン版『カ
ンタベリー物語』を主たる対象として、高精
細デジタルファクシミリを用いて以下の方



 

 

法で研究を進める。 
開発中のデジタル画像解析ソフトウェア
を用いて、画像認識によるテクスト解析と活
字データのインベントリ作成を実施して、テ
クスト情報を取得する。この解析作業を通じ
て、同時にソフトウェアの改良を進め、この
方法論の汎用性を高める。転写したテクスト
をパラテクスト情報を中心に XMLでマーク
アップし、挿絵にはその図像を同定して
Iconclassのアノテーションを付し、ウェブ・
ブラウザで閲覧可能な校訂版を作成する。こ
の過程を通じて XMLによるマークアップと
ウェブ化のプロセスをマニュアル化し、また
関連する一次資料にもマークアップを施す
ことで、XML によるオンライン校訂版の研
究法としての汎用性を高める。 
こうして制作された活字のインベントリ
や XMLでマークアップしたテクストを活用
して、他の版との異同や内容的特徴を分析す
る。これらの成果は、個別に論文として発表
するとともに、書物を取り巻くコンテクスト
情報として、ひとつのデジタルコンテンツ―
作者、読者、植字工、研究者など、書物に関
わる人間の複数の視点を内包した「デジタル
書物」―に統合されて、デジタルファクシミ
リとともに閲覧可能とする。方法論の改良お
よび書誌学・書物史研究の結果がひとつの
「デジタル書物」とでも呼ぶべきコンテンツ
に統合されることで、そのコンテンツは、そ
れ自体研究成果であると同時に、さらなる書
物文化史研究の素材として機能することと
なる。 
 
４．研究成果 
 
15－16世紀にフランス語と英語で複数の
版が刊行された挿絵入りの教訓書、『羊飼い
の暦』の英語版（London, 1556）とフランス
語版(Paris, 1497)－慶應義塾図書館蔵－を
主たる対象として、そのデジタル・エディシ
ョンを充実させるとともに、同時期に刊行さ
れた時祷書刊本との比較研究を、その形態的
特徴と内容比較の両面において進めた。両者
の内容には、暦部分を中心に共通点が多く、
さらにおよび一部の祈祷文、カテキズムなど
が、刊本によっては共通している。さらに、
書物のパラテクストをめぐっては、『羊飼い
の暦』、15世紀末～16世紀前半にパリおよび
ルーアンで印行された時祷書などの初期刊
本に、さらに 15世紀末に北フランスで制作
された写本の時祷書も加えて比較研究をお
こない、特に、ページレイアウトと欄外装飾
の形態に関して共通性が存在することを明
らかにした。『羊飼いの暦』と時祷書の２つ
のジャンルの書物には、内容とパラテクスト
の両面で具体的な共通点と影響関係が存在
し、キリスト教の基本教理や実践的知恵を相

互補完的に提供する、緊密な関係性のもとに
受容されていたことを論じた。 
慶應義塾図書館が所蔵する西洋神話学に
関する初期刊本を対象として、近代初期にヨ
ーロッパで刊行されたギリシャ・ローマ神話
学関連図書約１００点について詳細な書誌
記述と所有者による書き込みの調査をおこ
ない、中世末期から 17世紀にかけてのギリ
シャ・ローマ神話学の受容を書物史的視点か
ら具体的に跡づけることができた。書誌を作
成するとともに成果を論文にまとめた。また、
コレクションの一部を慶應義塾図書館の協
力の下で展示、解説することで、成果を広く
公開するとともに、慶應義塾図書館が所蔵す
る西洋貴重書のオンライン・データベースの
発展構築に向けて協力した。 
１４－１６世紀のポピュラーな書物―特
に工房生産の時?書、写字生が挿絵も担当し
た英語の宗教文学写本、印刷本の時祷書や
『羊飼いの暦』などの挿絵入り初期刊本―の
同時代的受容について、テクスト本文と挿絵
の相互補完性、パラテクストとテクストの関
係性、写本のコンテクストがテクスト解釈に
与える影響を中心にまとめ、単行本として刊
行した。特に挿絵が平信徒の読者によってい
かに「読まれた」かを具体的に分析すること
で、中世後期から近代初期のイギリスおよび
フランスにおける書物のポピュラリティを
読者層との関係で論じた。 
１６世紀に刊行された「セイラム式」時祷
書に関して、デジタル・エディションを作成
し、ウェブ・ブラウザでの閲覧を可能にした。
15世紀末から１６世紀中期にかけて刊行さ
れた印刷本の時祷書の学術的校訂版は未だ
存在していない現状を考慮すると、XMLによ
ってタグ付けをした２種類のトランスクリ
プション（diplomaticと略字展開版）で構成
されるこのエディションの作成は有意義で
ある。１５世紀イングランドの宗教文学写本
(大英図書館蔵 Additional 37049写本)のテ
クスト本文と挿絵の相互補完性に関して、挿
絵の機能を分類して分析する論文を発表し
た。 
 キャクストン版『カンタベリー物語』初版

のデジタル画像をもとにして生成した、自動

画像認識の誤認識結果の検討と修正を行い、

認識結果の改善をはかった。またXMLによるウ

ェブコンテンツ制作に関する最新の動向に基

づき、活字の形状レベルの差異も含んだテク

スト情報、パラテクスト情報のタグ付けの検

討を行い、初期刊本のXMLエディションの構築

の基礎を構築した。 

 パラテクストの要素のひとつとして、初期

刊本の手書き文字に注目し、体系的な書誌学

的調査を行った。イギリス初期刊本のなかで

最も現存数の最も多いキャクストン版『ポリ



 

 

クロニコン』を具体例として取り上げ、約25

点の現存本を調査した。各図書館で取得した

デジタル画像をもとに、手書き頭文字の種類

の分類や読書に与える影響、他のパラテクス

トの要素（製本など）や来歴との関係などに

ついて考察を深め、研究の成果の一部を国際

学会で発表し、こうしたパラテクスト的要素

を、貴重書のオンラインカタログやXMLエディ

ションに反映させる意義を示した。 
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